
 
 
 
 
 

ご意見は
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こちらまで
            地域づくり相談室 TEL017-734-4529 FAX017-722-2577 

平成２１年 ２月１８日（水） 第７２号 

 

「治水」「利水」を目的とした整備に重点を置いてきた河川管理は、平成９年の河

川法改正により、この２本柱に「環境」を加え、近年は、河川が本来持っている自

然環境の役割から、河川管理のあり方を再検討しようとする気運が高まってきまし

た。そのためには、河川における自然環境あるいは生活環境に関する情報の蓄積と

学問的な理解が不可欠で、特に具体的に必要となる河川生態系に関しては情報不足

でした。このことから、河川管理者と研究者の両者が共同して河川生態学術研究会

を創設し、新しい河川管理を検討するための総合的な研究を進め、幅広い研究成果

を恒常的に取り入れる事で、多様性のある河川環境管理の実現へ向けた河川行政を

展開する事としました。 

当事務所では、平成１８年度に学識経験者を中心とした「河川生態学術研究会岩

木川研究グループ」が発足し調査研究が開始されました。研究は５箇年の予定です

ので、現在がちょうど折り返し地点です。そんな河川生態学術研究に関する発表会

を実施することになりましたのでお知らせします。 

 

日 時：平成２１年３月５日(木)   13:30～17:40 

場 所：県民福祉プラザ 県民ホール 

     〒030-0822 青森市中央３－２０－３０ 
 

平成２０年度 河川生態学術研究会岩木川研究グループ発表会プログラム 
 

◆平成２０年度岩木川研究グループ研究概要報告 
 

<セッション１:十三湖および岩木川における汽水環境、物質循環と食物網の把握> 

◆「十三湖におけるヤマトシジミの成長要因の解明」ほか４題 
 

<セッション２:ヨシ原の形成・維持機構、生態的機能の把握> 

◆「岩木川河川敷のヨシ原における人為攪乱による植物群落への影響」ほか１題 
 

<セッション３:流域の地形・地質、河川構造、河川流域環境の歴史的変化の把握> 

◆「完新世中期以降の十三湖の環境変遷」ほか１題 

 

と、なっております。入場は無料ですので、ぜひ、お越しください。 

なお、詳細は当事務所ホームページのイベント・トピッ

クスでご覧いただけます。 
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